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畑作酪農経営における多頭数飼育の技術的問題点

‾　阿　　部　　久　　盛

’（東北農試）

1．日　　　　　的

寒冷地畑作経営の生産力を高めるためには，機械作業

体系を基軸とし，牧草と乳牛を結合した酪農部門と，商品

作物部門との結びついた経営組織の確立が必要である．

本研究では機械共同利用に伴って進められた全面共同

経営において，主部門の一つである乳牛多頭数飼育の二

・三の技術的問題点を究明する．

2．試　験　方　法

1．試験実施場所

岩手県岩手郡雫石町　盆花開拓地

2．試験実施場所の■自然条件

本地城は岩手山箆の南西斜面上に位脛し，漂帝38P～

580桝の間にあり東西に箱状に農家が点在する．耕地は

不規則な波状地で全般に4～60の焼斜を持ち，気象は冷

涼気象で，春季は西からの季節風が強い所にある．

3．試験対象良家の経営概況（第1衰）

4．試験実施要領

研究員が現地に駐在して指導・調査に当り，技術的事

項についての記録を掟出させた．

3．試験結果及び考察

多頭数飼育の実施に当っては，それを可能とする経営

第　　　1

牛
育

条件及び技術水準が要論されるが，本共同経営は一応そ

れらの条件を備え，共同多頭化により，専門化による管

理技術の向上，大巾な労働節約等の効果を発揮している．

しかし一般的な陸路が必ずしも克服されていない．

1．飼養管理労働について

共同化された結果，ミルカーが施設され，機械搾乳が

行なわれ，それに伴い管理労働の改善が図られた．その

結果は第2表の通りである．

第2表．飼養管理労働時間

、　個日成牛換算1頭当り時間；搾乳牛1＼、、　項目

前より二贋飼蓋顔瑚晶の
■　　　　　　　　　　　　　・

搾乳及
び牛乳
処　理

頭雪‾蒔両

牛乳運搬

共同化前より搾乳及び牛乳処理で35．3％，また総労働

時間では40％以上もの省力が行なわれた．

2．飼料給与について

粗飼料完全自給を立前とし，飼料設計は試験場原案を

農家と相互検討の結果決定した．その実施による年間飼

料構成は第3表の通りである．

粗飼料の自給率は高く，全給与養分量のTDNで88．7

％，DCPで79．9％を占め，また購入飼料ではT DN

表　1

注．家畜の飼養顕羽数は共同化前35年5月，共同化後36年5月，個別は36年5月現在の比軌
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第3表．年間飼料構成（全頭数の給与成分量と割合．1月～12月羞）（毎・％）
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第1図．代表牛における飼料給与必要養分量
に対する給与養分割合

10．7％，DCPでは19．5％が給与され，成牛でほ乳代の

19．1％に止まっている．しかし時期的にはTDNとDC

Pのアンバランスな給与が行なわれている．

すなわち夏期は蓋科牧草の割合いの多い生革，冬期は

早目に実を収穫した直後の玉筍黍梓等を主な原料とした

品質の悪いサイレージへの依存度が高い．その結果を代

表牛について，飼料給与必要養分量に対する給与養分の

割合いで比較すると第1回の如くである．

夏期の生草給与時期は標準よりDCPの給与量が多

い．秋期の端境期では根菜茎葉及び貯蔵不能の振茎葉が

多給され，牛によっては標準給与量の倍量以上も給与さ

れている．

更に共臥　個別両農家の代表牛について給与養分量と

第2回．共同・個別農家間の代表牛による飼料
給与必要孝分量に対する給与養分割合

必要量との関係を比較すると第2図に示した通りであ

る．

両農家ともに必要養分量に対して同じ傾向を示してい

るが．掛こ8月より11月頃にかけての給与必要量に対す

る差が大きい．

本年次においては，秋の端境期に妊娠後期が来る牛が

多く．妊娠による増飼・乾乳による滅飼等，適正給与の

ためにはかなり複雑な計算が必要である．しかしながら

実際には禾本科の再生力が減退して葺科の優勢は草地へ

の放牧及び刈項り給与あるいは茎葉類・貯蔵不能の板茎

葉及び雑多な飼料を最密な計算を経ないで多給した結果

によるものと考えられる．しかし総体的には共同経営農

家は．その差が少なくTDNはほぼ適量給与され，また

DCPでも個別農家に比較しその差が少ない．
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第4表．種　付　け　回　数　及　び　分　娩

娩 間 隔

計

3．繁殖成績について

受胎迄の種付回数及び分娩間隔について見ると第4表

の通りである．

個別農家より成績が良く，種付回数は1～3回迄に

69．2％の受胎率を示し，また分娩間隔では12カ月以内に

分娩した牛が50％もあった．しかし15カ月以上の牛が

16．7％もあり泌乳量を制約する一要因と考えられる．こ

の原因としては，個別経営時の不適正な飼料給与や，共

同化による部門分担の専任化により個体別の適正給与が

一時的には不充分となったことおよび質の悪いサイージ

の多給，また冬期問の運動不足等により牛の健康を阻害

し，繁殖障害を発生したこと等によるものと考えられ

る．

4．産乳量及び2等乳発生率について

多頭数飼育方式による効果及び個別経営当時との比較

は長期間の成績をもって検討を行うべきであるが，当該

経営は期化後日も浅く．充分な資料の蓄穀もないので，

この報告では同時に試験を開始した個別経営農家と，搾

乳牛一頭当りの年間産乳量及び2等乳発生率について比

較した（第5表）．

共同経営農家は，個別経営農家よりも産乳量が14．3％

高く，2等乳発生率は3．7％低い．また牛によっては年

間5，900吻以上もの乳を生産し良い成績を示した．しか

し全体的には必ずしも期待通りの乳量を生産し得なかっ

た．

以上の四点より共同経営兵家は個別農家よりも良い成

第5表．年間産乳量及び2等乳発生率比較
（1月～12月迄，吻・％）

搾乳牛平均
1頭当り乳量

共同経営
個別経営

4，137．4

3，547．3

割合い等乳発生率
4．7％

8．4％

果を上げえたが，これはやはり共同化により専門化によ

る多頭数飼育の実施・施設の拡充及び飼養管理技術の改

善等の効果によるものと考えることが出来る．

4．問題点と改善方向

これまでの試験結果から明らかにされた問題点と改善

の方向を示すと次ぎの通りである．

1．計画的飼料生産貯蔵

牧草の適正な混播割合いの牧草地を造成し，適期利用

を行うとともに，良質なサイレージの生産を可能ならし

めるための飼料作物の栽培，生産の実施．

2．冬期間の適当なる運動と手入れ

多頭数が容易に運動の可能な運動場を施設し，適度の

運動手入れの実施による牛の健康維持．

3．適期種付実施による空胎防止

牛の個体別の機能を十分に把垣し，適期種付けの実施

により空胎防止につとめること．

なお，これらの飼養管理技術を改善するとともに牛の

資質向上を計り．更に規模を拡大することにより酪農の

生産効率を引き上げることが必要と考えられる．

サイ　レー　ジの漏汁について

蛇　沼　恒　夫・＊小　原　繁　男

（岩手県畜試）

サイレージ調製上において，詰込材料の水分含量の多　すといわれている．

寡はその出来上りサイレージの品質に大きな影響を及ぼ　　近時，種々の材料によるサイレージの調製がなされつ


